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ワークフロー 概要 適用ツール

• ソフトウェア仕様をベースにしてモデルの作成と検証を行う • MBDツールチェーン

• モデルはSLCIの制約に満たしているかを確認する • Simulink Code Inspector

• ソフトウェア検証仕様をベースにしてモデルの検証を行う • MBDツールチェーン

• コード生成用コンフィグレーションを設定して、モデルの最上位階層
からコードを自動生成する

• Embedded Coder

• 生成コードとモデルの等価性をInspectする • Simulink Code Inspector

• Inspect結果のレポートをレビューする • Simulink Code Inspector

SLCIワークフロー

モデルの作成

コード生成

コードInspect

Inspect結果のレビュー

本資料の対象外 本資料の対象

SLCI互換性確認

モデル検証
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SLCIアプリの起動

トップモデルのみ or 参照モデルも解析するかを選
択

共有ユーティリティコードも解析対象とするかを選択

解析用モデルチェックの実行

解析前にコードを生成するかを選
択

生成済みコードを用いた解析も可
能

設定の流れ
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SLCIアプリの起動

アプリのメニューから「Code Inspector」アイコンをクリックして、
SLCIアプリを起動する
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SLCIアプリの起動

モデルのメニューに「CODE INSPECTOR」
のタブが表示される
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SLCI互換性確認
「Check Compatibility」アイコンをクリック
して、モデルの互換性確認を行う
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SLCI互換性確認結果の例

全ての確認項目についてパスの
状態を確認して必要に応じて修正
を行う
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コード生成
コード生成はまだされていない場合は、
「Generate Code」アイコンをクリックして、
コード生成を行う
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コード生成の例

モデルから自動生成したCコード
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コードInspect
「Inspect」アイコンをクリックして、生成した
コードとモデルの一致性をInspectする
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コードInspectの例

「Overall Status」がPassedになった場合は、
生成コードとモデルの一致性が証明される。
Passed以外の場合は、内容を確認してモデルの修正を行う
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SLCIレポートの生成 「Generate Report」アイコンをクリックして、
Inspect結果のレポートを生成できる
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SLCIレポートの例
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トレサビリティ情報の作成 「Export Traceability」アイコンをクリックして、
Inspect結果のトレサビリティ情報をXLSファイル
に保存きる
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トレサビリティ情報の例



16

© The MathWorks, Inc. MATLAB and Simulink are registered 
trademarks of The MathWorks, Inc. See 
www.mathworks.com/trademarks for a list of additional trademarks. 
Other product or brand names may be trademarks or registered 
trademarks of their respective holders. 

Accelerating the pace of engineering and science

http://www.mathworks.com/trademarks

